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Ａ環境面


・支援員の配置やスペースは適切である。








Ｂ児童への支援内容


・支援内容は理解してもらえている。


・活動プログラムが掲示されていない。





Ｃ事業所からの情報発信


・面談等で様子は発信されている。








Ｄ非常対応


・非常時のマニュアルが周知できていないことがある。


・避難訓練の実施が伝わっていない。











Ａ環境面


・環境面は問題ないと思う。


・曜日によって人の配置が多い日もある。





Ｂ児童への支援内容


・常勤と非常勤で支援の共有の難しさがある。


・プログラムが固定化してしまうことがある。





Ｃ関係機関との連携


・学校や関係機関と連携は取れている。








Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・保護者会等の開催を行い、関係は良好である。


・連絡ノートで日々の様子は伝えている。





Ｅ非常対応


・会議等で研修を行っている。


・避難訓練も実施できている。





令和4年度　　　　　　　　





事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








【共通点】


・日頃の様子は共有できている。


・保護者も事業所に対して協力的である。





【相違点】


・事務的な面で常勤、非常勤で差が見られる。


・非常時の対応が保護者に伝わっていない部分がある。





事業所内での分析











分析・検討してみて…





・プログラムや活動グループが固定化してしまっている部分がある。


・季節行事のスケジュールを見直す。


・活動内容の充実と見直しをする。


・事務的な部分を常勤・非常勤で共有できるようにする。








・保護者との関係が良好である。


・子どもたちにとって何が楽しいかを職員それぞれが考えている。


・設備面も問題ない。








事業所の強み





事業所の改善点








・新しいプログラムを導入する際にはスケジュールの管理を行い、


職員同士の共通理解を深めていく。


・プログラムが固定化しないように季節行事を増やしていく。


・保護者への非常時の伝達方法を検討していく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


　・職員による自己評価と保護者からの評価の着眼点が違い、共通点や相違点を分析するのが


難しい部分もあった。


　・これまでの保護者との関係性を引き続き築いていきたいと思う。


　・事業所として外へ発信する機会を増やしていけたらと思う。


　








